
熊本県菊池市 県道原植木線 伊野橋

参考資料① 施工実績 写真（抜粋）

東京 杉並区 八幡橋長野県諏訪市

東京 杉並区 鍛冶橋東京 杉並区 谷中橋

島根県 太田市

H27 6月
L＝52m

H28 3月
L=123m

H29 3月
L＝19m

H29 3月
L＝16m

H29 3月
L＝16m H29 12月

L＝15m

H27 12月
L＝58m

H28 2月
L＝42m

大型ダンプが100台／日通過するが、わだち掘れ無し

熊本市八王寺跨線橋熊本県 国道２１９号 縦目地



施工実績写真～10年以上経過抜粋～

平成20年3月施工
分田橋
L=7.5ｍ
熊本県
平成30年1月23日
現在

平成20年3月施工
榎本橋
L=11m
熊本県
平成30年1月23日
現在

平成20年3月施工
浜戸川橋
L=11m
熊本県
平成30年1月23日
現在

平成19年8月施工
無名橋
L=4.0ｍ
熊本県
平成30年1月23日
現在



参考資料②DS合材を構成する粗骨材（熊本県山鹿市産 はんれい岩）の試験成績表

DS合材はAPJ150バインダー、DS骨材、化学繊維（ファイバー）で構成されている。骨材の選定については、
密度が高く（密度3.00㎏／Ⅼ程度）、耐久性に優れ、加熱に耐えられる骨材が求められる。そのため全国各
地から砕石を採取し、試験を行った結果、熊本県山鹿市産の火成岩（はんれい岩）が最適であると判断し、
採用に至った。

ＤＳ骨材（荷姿） ＤＳ骨材（アップ）

試験成績表（５号砕石） 試験成績表（６号砕石）



参考資料④ 熊本地震によるジョイント破損状況

ＭＭジョイントＤＳ型の地震の影響について

施工箇所 熊本県 田口橋

全景 損傷個所①

損傷個所② 損傷個所③

写真１ 震災前（平成２６年５月 撮影） 写真２震災後（平成２８年４月 撮影）

平成２８年熊本地震後、ＭＭジョイントＤＳ型と鋼製ジョイントとの損傷の比較が可能な施工箇所があった。

写真１は鋼製ジョイントの一部をＭＭジョイントＤＳ型で補修を行った当時の状況である。写真２は熊本地
震後であり、鋼製ジョイントは大きな被害を受けているが、ＭＭジョイントＤＳ型は舗装との界面で一部剥
離が見られるものの、特殊合材は弾性体であることから大きな被害が無く、応急処置で復旧が可能となる。
よって地震による変形やねじれにも対応できる結果となった。



参考資料⑤ ＭＭジョイントＤＳ型 工法の歩み

年月 内容

平成19年 5月 米国コネチカット州 アメリカでの埋設型ジョイント現状視察
アメリカフリーウェイにおける経年変化及び施工現場視察。経済性・耐久性等性能確認し日本国内へ導入を決定
日本への導入に向け交渉準備に入る

平成19年 8月 熊本県内にて国内初試験施工実施 熊本県熊本土木事務所管内 熊本港線 無名橋（L=4m）

平成19年11月 山王㈱深水社長 アメリカ現状視察。

平成20年11月 MMジョイント協会設立総会実施 会員15社

平成21年10月 SMジョイント 実用新案登録「橋桁遊間の目地部補修構造」（実登第３１５５５２５号）

平成22年 6月 骨材を国産へ切り替える作業に入る。数々の試料を検討の結果 熊本県山鹿市産の砕石が最適の試験結果が得られたため、
採用

平成23年 8月 アメリカで製造・販売権の全権を有するＤＳブラウン社とバインダーの日本への供給を協議し、ライセンス契約を締結

平成23年11月 商標登録について「MMジョイント」の商標の申請

平成24年 8月 商標登録について「MMジョイント」の商標登録の確定

平成25年 6月 第4回 実物大供試体試験実施 道路試験所の試験及び予備試験のデーターに基づき実物大供試体を作成。 結果 ひび割
れ・漏水無 試験合格証明書の発行に至る

平成25年 6月 MM-JOINT・DS型として名称を決定し販売開始

平成25年 6月 MMジョイントDS型 特許出願「橋梁の埋設型ジョイント部構造及びその施工方法」（特願第２０１３－１２３４２０号）

平成26年 4月 協会法人化へ 新名称「一般社団法人 MM- JOINT協会」へ移行

平成26年12月 ジョイント繋 特許出願「地覆部の床版間遊間のシール構造、それに用いられるシール材、並びにそのシール方法」（特願第２０１
４－２４４８５７号）

平成27年 4月 MMジョイントDS型 特許登録「橋梁の埋設型ジョイント部構造及びその施工方法」（特許第５７２８０４８号）

平成27年 8月 ジョイント和 特許出願 「道路橋の伸縮装置及び道路橋の伸縮装置の施工方法」（特願第２０１５－１６１０９０号）

平成27年 9月 国土交通省 九州地方整備局 九州技術事務所において、MMジョイントDS型のNETIS登録完了（登録番号ＱＳ－
１５００１８－Ａ）

平成27年12月 改良型MMジョイントDS型の施工に入る

平成28年 3月 MMジョイントDS型 熊本県新技術・新工法活用システム 登録認定

平成28年 3月 MMジョイントDS型 横浜市新技術・新工法 登録認定

平成29年 4月 国土交通省 土木工事施工管理基準値及び規格値に埋設型ジョイントが掲載

平成29年 6月 協会名称変更 「一般社団法人 全国道路橋ジョイント業協会」へ変更

平成30年 1月 現在 正会員31社、賛助会員1社で活動中



参考資料⑥ MMジョイントDS型 施工標準断面図

注１ 既設（取付）舗装が劣化している場合は、舗装打替えもしくは水の浸入を防ぐ方法をとること。
注２ 既設コンクリートをハツリ取った場合、KSプライマーを塗布すること。
注３ 床版の劣化が見られる場合、KSボンド、リフレモルセットSFを打設すること。

参考資料⑦ MMジョイントDS型 適用条件（横目地・縦目地）

項目 適用基準

橋種 ＲＣ橋・ＰＣ橋・鋼橋

伸縮量 40㎜以下

遊間量 75㎜以下

斜角 60度以上

施工幅 300㎜～400㎜（歩道部及び縦目地は別途検討）

施工厚 50㎜～150㎜（歩道部及び縦目地は別途検討）

・活荷重による縦回転の段差量6㎜以下であること。

・縦断、横断勾配が急でないこと（目安7％以下）。

・既設床版の劣化、損傷は床版補修を行うこと。

・線形が緩やかな箇所であること（目安30m以上、減速部は除く）。

・ジョイント接合部の既設（取付）舗装が老朽化（損傷）していないこと。老朽化が見られる場合は損傷補修対策を実施すること。

・日交通量37,000台以下、大型車両混入量一方向5,000台未満であること（国道２６６号八王寺跨線橋 施工事例より）。



参考資料⑧ SMジョイント工法（橋梁用目地補修工法）



フィンガージョイントの補修も可能
ＳMジョイント 直接工事費 35,000円/m（「積算資料 公表価格版」参照）

SMジョイント 施工標準断面図

SMジョイント施工実績（平成２９年度）

番号 施工年月 都道府県 発注者 路線名 橋梁名 施工延長 橋種 施工幅 施工厚

１ 平成29年9月 島根県 奥出雲町 町道 三津池大橋 32.80 PC 50 80

２ 平成29年9月 島根県 奥出雲町 町道 前布施橋 32.80 PC 50 80

３ 平成29年9月 島根県 奥出雲町 町道 林原橋 23.55 RC 50 80

４ 平成29年9月 島根県 奥出雲町 町道 松ヶ瀬橋 23.30 RC 50 80

５ 平成29年9月 島根県 奥出雲町 町道 西尾大橋 19.80 RC 50 80

６ 平成29年９月 福岡県 久留米市 市道 前川原橋 3.60 PC 50 75

７ 平成29年10月 宮崎県 日之影町 林道 日隠橋 8.00 RC 50 80

８ 平成29年11月 鹿児島県 出水市 市道 松本橋 24.00 RC 50 80

９ 平成29年12月 香川県 高松市役所 市道 新摺鉢谷川橋 45.00 PC 50 50

１０ 平成29年12月 鹿児島県 鹿児島市役所 市道 白坂橋 16.00 PC 70 50

計 228.85



参考資料⑨ 橋梁用荷重分散型伸縮装置【 ジョイント 和 】

一般社団法人 全国道路橋ジョイント業協会

ゴム部分の耐用年数は７～８年



竣工

平成30年1月撮影
※平成28年4月の熊本地震の後でも損傷は見られない

施工日：平成27年11月
場所：熊本県熊本市西区
橋梁名：第一池の上橋
橋長：60.37ｍ 幅員：9.9ｍ
伸縮量：15㎜

ジョイント和 設置状況着工前

平成27年11月撮影



参考資料⑩ ジョイント繋（地覆部遊間処理工法）



※積算資料 公表価格版 P188

設置例

広崎橋 五楽橋

ジョイント繋 施工実績
番号 施工年月 地区 発注者 橋梁名 数量 単位

1 平成26年3月 熊本県 熊本市 合志橋 4 箇所

2 平成26年3月 熊本県 熊本市 白藤跨線橋 8 箇所

3 平成26年3月 熊本県 熊本市 第八橋 2 箇所

4 平成26年6月 熊本県 熊本市 無名橋（2橋） 6 箇所

5 平成26年7月 熊本県 玉名地域振興局 大浜橋 17 箇所

6 平成27年2月 熊本県 益城町 芦原橋 8 箇所

7 平成27年2月 熊本県 益城町 平島橋 6 箇所

8 平成27年5月 熊本県 上益城地域振興局 小谷橋 8 箇所

9 平成27年5月 熊本県 上益城地域振興局 畑中橋 10 箇所

10 平成27年5月 熊本県 熊本市 宮園橋 6 箇所

11 平成27年5月 熊本県 熊本市 平成大橋 8 箇所

12 平成27年5月 熊本県 熊本市 鶴野橋 4 箇所

13 平成27年5月 熊本県 熊本市 中無田橋 4 箇所

14 平成27年5月 熊本県 熊本市 城山新川橋 6 箇所

15 平成27年5月 熊本県 益城町 広崎橋 8 箇所

16 平成27年5月 熊本県 益城町 五楽橋 4 箇所

17 平成27年6月 熊本県 球磨地域振興局 境目橋 10 箇所

18 平成27年10月 熊本県 県南広域本部 新萩原橋 4 箇所

19 平成27年10月 熊本県 宇城地域振興局 中ノ瀬橋 6 箇所

20 平成27年11月 熊本県 球磨地域振興局 第三平畑橋 4 箇所

21 平成27年11月 熊本県 玉名地域振興局 不知火跨線橋 8 箇所

22 平成27年12月 熊本県 宇城地域振興局 松橋跨線橋 4 箇所

23 平成28年2月 熊本県 芦北地域振興局 芹谷橋 8 箇所

24 平成28年8月 熊本市 熊本市 無名橋（16橋） 32 箇所

25 平成29年8月 京都府 宇治市 宇治橋 8 箇所

26 平成26年7月 熊本県 玉名地域振興局 玉名大橋 28 箇所

27 平成29年12月 鹿児島県 出水市 松本橋 8 箇所



参考資料⑪ 国土交通省 土木施工管理基準及び規格値
（平成２９年４月 改訂版） 抜粋





参考資料⑫ ゴム製品ジョイントの耐久性について

橋梁用伸縮装置のゴムジョイントにおいて耐用年数15年となっていますが、伸縮部に使用されている
クロロプレンゴムの耐用年数はメーカ―基準耐用年数は10年である。また、紫外線などの外的要因を考
慮し、別表により検討すると約7.7年の概略耐用年数の算定となる。

ゴム製品ジョイントにおいて現地で見受けられる状態は、表面上の損傷は確認できないが橋梁下部へ
の漏水が発生している状態であり、ゴムの劣化により止水性が確保できなかったことが要因と考えられ
る。

上記写真は、佐賀県県道でH24年12月（約5年前）に補修されたゴム製伸縮装置である。

見た目はどこも不具合があるように見えないが、ゴム製伸縮装置目地から漏水が確認されてお
り、現在、埋設型ジョイントで補修を検討している橋梁である。
ゴムとゴムの突合せ部又はゴムの定着部に隙間や劣化が発生し漏水していると考えられる。

平成24年12月施工（写真は平成29年12月撮影）



概略耐用年数算定表 ゴムメーカーHPより引用

概略耐用年数試算表

推定耐用年数＝１０（基準耐用年数）×係数A×係数B×係数C×係数D×係数E×係数F×係数G×係数H×係数I

（例）推定耐用年数＝10×1.5×0.8×1×0.8×1×1×1×0.8×1＝7.68年

ゴムジョイントは有機物でできていますので基本的に寿命があります
また、使用条件によってその寿命は大きく変わります。
下記の式により、使用条件に基づいた推定耐用年数を算出できます。

橋梁用伸縮装置のゴム製品ジョイントの耐用年数は15年として公表されています。一方で、伸縮部に使用されるゴム
（クロロプレンゴム）については、基準耐用年数10年としています。屋外で使用されること、橋梁の伸縮部において周期
的な変動が加わることなどを考慮すると、耐用年数は短縮されることが予想されます。


